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市政への質問

（
産
廃
処
理
施
設
）の
操
業
を

停
止
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。県
が

三
田
プ
ラ
ン
ト
の「
建
物
等
の
補

償
」を
、市
が「
用
地
取
得
」を

分
担
し
、県
が
一
括
で
処
理
し

た
後
、市
が
県
か
ら
買
い
取
る
と

し
て
い
た
。

　

買
収
し
て
い
な
い
用
地
２
筆

は
、当
時
、土
地
の
境
界
が
確
定

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
一
括
し

て
購
入
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
で

あ
る
。そ
の
対
応
と
し
て
、県
、

市
、三
田
プ
ラ
ン
ト
の
３
者
が

「
境
界
確
認
が
で
き
た
時
点
で

購
入
す
る
」と
の
確
認
書
を
締

結
し
た
。

　

三
田
プ
ラ
ン
ト
の
操
業
停
止

が
達
成
さ
れ
た
こ
と
や
確
認
書

を
交
わ
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、一

方
的
に
契
約
を
破
棄
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、当
初
の
約
束
ど
お

り
市
が
購
入
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。　

高
校
生
の
安
心
・
安
全

な
交
通
手
段
と
し
て
三
田
駅
か

ら
カ
ル
チ
ャ
ー
タ
ウ
ン
ま
で
、運

賃
一
律
２
０
０
円
の
バ
ス
路
線

を
開
設
し
て
は
ど
う
か
。

　

バ
ス
事
業
者
と
と
も
に

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
を
研
究
。

　

バ
ス
路
線
の
開
設
は
、バ
ス
事

業
者
が
利
用
者
ニ
ー
ズ
と
事
業

採
算
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
も

の
で
あ
る
。ま
た
、運
賃
に
つ
い
て

も
バ
ス
事
業
者
が
設
定
し
、国
土

交
通
省
が
認
可
す
る
も
の
で
、

こ
の
路
線
の
み
を
均
一
料
金
と

す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。

　

市
内
の
バ
ス
利
用
者
は
年
々

減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
、ま
た
、

市
が
赤
字
補
て
ん
を
し
て
い
る

補
助
路
線
も
収
益
が
悪
化
し
て

お
り
、バ
ス
事
業
者
の
経
営
環
境

は
厳
し
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、都
市

と
農
村
と
い
っ
た
様
々
な
地
域

を
抱
え
る
当
市
で
は
、将
来
に

わ
た
っ
て
、現
状
の
公
共
交
通
を

体
系
的
に
維
持
し
て
い
く
こ
と

は
難
し
い
。市
内
の
公
共
交
通

の
あ
り
方
も
含
め
、バ
ス
事
業
者

と
と
も
に
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
の

調
査
研
究
に
着
手
し
た
い
。

　

市
外
か
ら
三
田
市
へ
の

転
入
促
進
策
と
し
て
、赤
穂
市

や
大
分
県
竹
田
市
が
取
り
組

ん
で
い
る「
空
き
家
情
報
」を
不

動
産
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
は
ど
う
か
。

　

情
報
の
発
信
に
向
け

て
研
究
。

　

三
田
市
内
の「
空
き
家
」情

報
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
で
市

外
か
ら
の
転
入
の
促
進
が
期
待

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。そ
の
た

め
効
果
や
手
法
、掲
載
情
報
な

ど
に
つ
い
て
、調
査
、研
究
す
る
。

　

人
権
問
題
の
解
消
に

対
す
る
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

　

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
、市
と
し
て
総

合
的・一
体
的
に
取
組
む
。

　

新
年
度
の
市
役
所
の
組
織

改
正
で
は
、人
権
推
進
課
と
人

権
教
育
課
を
統
合
し
、人
権
尊

重
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、総

合
的
・
一
体
的
に
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
。

　
「
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
」か
ら
12
月
に
出
さ
れ

た
提
言
に
つ
い
て
は
、行
政
の
推

進
本
部
で
実
現
化
に
向
け
て
検

討
す
る
と
と
も
に
、さ
ら
に
議

論
が
必
要
な
も
の
は
２
期
目
の

推
進
委
員
会
で
検
討
す
る
。

　

ま
た
、悪
質
な
差
別
事
象
の

根
絶
に
向
け
、差
別
の
現
実
を

まちづくり

　

三
田
駅
前
再
開
発

（
キ
ッ
ピ
ー
モ
ー
ル・
駅
前
第
１

駐
車
場
・
第
２
駐
車
場
・
駅
前

広
場
）に
投
入
し
た
費
用
の
総

額
は
い
く
ら
か
。

　

２
４
０
億
円
。駅
前
再

開
発
が
負
の
財
産
と
な
ら
な
い

よ
う
努
力
。

　

再
開
発
の
総
額
は
２
４
０
億

円（
国
57
億
円
、県
９
億
円
、市

84
億
円
、保
留
床
処
分
金
90
億

円
）で
、市
は
、平
成
２
年
度
～

17
年
度
に
か
け
て
84
億
円
を
支

出
し
た
。ま
た
積
立
て
た
基
金
か

ら
支
出
す
る
な
ど
、本
市
の
財

政
規
模
で
対
応
で
き
る
よ
う
計

画
的
に
進
め
て
き
た
。

　

退
店
が
続
く
キ
ッ
ピ
ー
モ
ー
ル

は
、駅
前
の
立
地
特
性
を
生
か

し
、商
業
以
外
の
業
種
を
入
店

さ
せ
る
な
ど
し
て
中
心
市
街
地

が
活
性
化
で
き
る
施
設
に
し
た

い
。ま
た
、キ
ッ
ピ
ー
モ
ー
ル
が
将

来
の
三
田
市
民
の「
負
の
財
産
」

と
な
ら
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
。

　

三
田
プ
ラ
ン
ト（
産
廃

処
理
施
設
）跡
地
に
存
在
す
る

未
解
決
用
地
２
筆
は
、市
が
県

公
社
か
ら
買
い
取
る
べ
き
で
は

な
い
。市
の
見
解
は
ど
う
か
。

　

本
来
の
目
的
が
達
成

さ
れ
て
お
り
、予
定
ど
お
り
市

が
購
入
。

　

こ
れ
は
、カ
ル
チ
ャ
ー
タ
ウ
ン

周
辺
で
発
生
し
た
煙
害
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、三
田
プ
ラ
ン
ト

答 問

答答 問問

答答 問問
三
田
駅
前
再
開
発

バ
ス
路
線
を

ど
う
維
持
す
る
？

空
家
情
報
を

市
外
へ
広
く
発
信

差
別
が
あ
る
現
実
を

直
視
し
て

産
廃
施
設
跡
地

　

組
織
改
正
に
伴
う
意

思
決
定
会
議
の
再
編
や
政
策

担
当
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　

政
策
担
当
は
広
範
か

つ
重
要
な
課
題
に
特
化
し
て

対
応
。

　

「
経
営
会
議
」
を
、
市
の

協
議
機
関
と
し
て
最
上
位
に

位
置
づ
け
、
構
成
員
で
あ
る

部
長
を
執
行
役
員
化
し
、
体

制
の
強
化
と
日
常
的
課
題
を

迅
速
か
つ
効
率
的
に
解
決
す

る
た
め
、
室
制
を
設
け
、
従

来
の
部
長
の
事
務
執
行
権
限

を
持
っ
た
室
長
を
置
き
、
重

要
政
策
課
題
の
解
決
に
向

け
、
体
制
強
化
す
る
。

　

次
に
、
緊
急
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
三
大
課

題
、
「
財
政
再
建
」
「
市
民

病
院
」
「
三
田
地
域
振
興
株

式
会
社
」
を
は
じ
め
、
懸
案

事
項
が
山
積
し
て
い
る
中
、

「
政
策
体
制
の
強
化
」
が
急

務
で
あ
り
、
今
回
の
組
織
改

正
で
企
画
財
政
部
に
広
範
か

つ
重
要
な
課
題
に
特
化
し
て

対
応
す
る
「
政
策
担
当
」
を

配
置
し
、
三
大
緊
急
課
題
へ

の
対
応
を
強
力
に
進
め
て
い

き
た
い
。

再
度
深
く
認
識
し
な
が
ら
、市

民
へ
の
啓
発
や
人
権
研
修
な

ど
、さ
ら
に
実
践
的
な
取
り
組

み
を
推
進
し
、人
権
意
識
の
普

及
高
揚
に
努
め
て
い
く
。

答 問
ま
ち
づ
く
り
の
緊
急
課
題
に

対
応
し
た
組
織

「医療費の総枠拡大を求める」意見書の提出を求める請願／「保険でよい歯科医療の実現を求める」意見書の採択を求める請願
「後期高齢者医療制度の実施凍結と抜本的見直し」を求める意見書の提出を求める請願／「後期高齢者医療制度」について意
見書採択を求める請願書／三田市中央公民館分室の存続を求める請願書
自主共済制度の保険業法適用見直しを求める請願書／三田市指定ゴミ袋値上げに関する請願書／「ごみ袋」代金の引き上げをしないでください請願書

継続審査

不採択

継続審査

　請　　　　願　　　    8 件 結　果

全会一致

2 21

21 2

歩道の整備について（福祉文教）／高層分譲マンション建設反対に関する陳情書（経済建設）／三田市民病院院内処方についての要望書（生活環境）
※ (　) は審査した委員会。陳情は委員会審査のみ行っており、採択・不採択などの結果は出していません。

　陳　　　　情　　　  3 件

継続審査に
賛成
（採択）

継続審査に
反対

（不採択）

平成 20 年度　一般会計予算／国民健康保険事業特別会計予算／後期高齢者医療事業特別会計予算
平成 20 年度　農業共済事業特別会計予算／下水道事業特別会計予算／老人保健医療事業特別会計予算／公営墓地整備事
業特別会計予算／駐車場事業特別会計予算／介護保険事業特別会計予算／三田市民病院事業会計予算／水道事業会計予算
平成 19 年度　一般会計補正予算（第７号）／国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）／農業共済事業特別
会計補正予算（第１号）／下水道事業特別会計補正予算（第 1 号）／駐車場事業特別会計補正予算（第 1 号）／介
護保険事業特別会計補正予算（第 3 号）／市民病院事業会計補正予算（第 2 号）／水道事業会計補正予算（第３号）
三田市北摂三田ニュータウン施設整備管理基金条例／個人情報保護条例及び三田市情報公開条例の一部を改正する条例／水道事業職員の給与の種類
及び基準に関する条例の一部を改正する条例／三田市立ガラス工芸館条例の一部を改正する条例／学校給食センター設置条例の一部を改正する条例
／職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例／職員の特殊勤務手当条例の一部を改正する条例／国民健康保険条例の一部を改正する条例
／福祉医療費助成に関する条例の一部を改正する条例／介護保険条例等の一部を改正する条例／まちづくり協働センター条例の一部を改正する条例
／自転車等の駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例／都市公園条例の一部を改正する条例／市営住宅の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例／特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例並びに三田市教育委員会教育長の給与及び旅費に関する条例の一部を改正
する条例／一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例／職員定数条例の一部を改正する条例／職員等の旅費に関する条例の一部を改正
する条例／三田市議会議員の報酬等に関する条例等の一部を改正する条例／特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例の特例に関する条例
公民館条例の一部を改正する条例／市民福祉金条例の一部を改正する条例／市民長寿祝金条例を廃止する条例／後期
高齢者医療に関する条例／国民健康保険税条例の一部を改正する条例／水道事業給水条例等の一部を改正する条例
市道路線の廃止について／市道路線の認定について／兵庫県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増減及び規約の変更
／平成 20 年度水稲共済事業無事戻し／農業共済事業事務費賦課総額及び賦課単価／（仮称）新環境センター建設工事請負契約の締結
訴えの提起について
三田市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

　市長提出議案　　　  53 件

予算案件

補正予算
案件

その他
議案

人事案件

条例制定
案件

21 2 可　決

可　決

全会一致
（賛成）

全会一致
（賛成）

可　決

全会一致
（賛成） 可　決

可　決

全会一致
（賛成） 可　決

賛成　反対　  結　果

全会一致（賛成） 同　意
撤　回

21 2

第294回（3月）定例会議案審議結果一覧
議員数は 24 名。議長は表決に加わらないため、表決に参加した議員数は 23 名です。

三田市議会委員会条例の一部を改正する条例／三田市議会事務局処務規則の一部を改正する規則

　議員提出議案　　　  2 件 結　果

可　決全会一致（賛成）

賛成 反対




